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10−16　当科 にお け る卵管采開口 術 に つ い て
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【目的】不妊症の 原因で卵管性不妊 の 頻度が最も高 く約40％ を占め，そ の うち卵管采周囲の 閉塞の 場合，外科 的抬 療 の 対 象 と

なる，今回，当科で 施行した卵管采開ll術 につ い て検討 した．1方法】対象は 1998年4月 よ り2003年4月迄の 間に卵管采開口 術を

施行した28症例 で あり，開口率，妊娠転帰を検討した．【成績】両側卵管閉塞が 21例 （内3例 は 子宮外妊娠に よ る対 側卵管切 除

後で あっ だ），片側卵管閉塞が7例で 合計46卵管 に治療を行っ た．全例 に片側もし くは 両側卵管の 開口が 可能で あ り，対卵管当

た りの 開通 率 は86
，
9％ （40／46卵 管）で あ っ た．6例 に両 側 性，3例 に 片側 性 の 卵管水腫 を合併 して い た．妊娠転帰は 全症例中自

然妊娠を4症例 に認め，4症例と．も正常分娩に 至 っ た．体外受精で の 妊娠 は2例 で あっ た．卵管水腫 を認 め た 9症 例 のうち 開口術

後 ， 2例 に 自然 妊 娠 した．【結論 】卵 管采 開 口術 は体外受 精 に移 行す る前の 治 療 と して 有益 で あ る と患 われ た．

10−17　超音波造影剤による卵管疎通性検査後の 妊娠戒 立〜子宮卵管造影 との 症例対照研究〜
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【目的】子宮卵管造影 （以 下 HSG ）は そ の 施行後の 妊娠成 立 に好影響 を与える こ とが 報告 され て い る．．．一
方最近超音波造影剤

（以 下 レボ ビス ト）が卵管疎通性検査法として 導入され ， 我 々 もHSG とレ ボ ビス トの 両者間の 診断能 に差がない こ と を報告 し

て きた．そ こ で 検査 後の 妊 娠 成 立 に つ い て i｛SG との 症 例 対 照研 究 を行 っ た．【方 法】対 象 は 平 成ll年1月か ら12年 1月 まで に

HSG を施行 した 240名 （HSG 群）と，平成13年4月か ら15年8月ま で に レ ボ ビ ス トを施行 した 182名 （レ ボ ビス ト群）．検査 を施

行後 ，
6周期以 Lは体外受精関連技 術 に よ らな い 不 妊治 療 を 施行 し，以 下 （骨盤内に癒着を起 こ す可 能性の あ る ク ラ ミ ジア 感

染や骨盤内手術既 往 の 症例 ， 予宮内膜症，重症男性不妊症，免疫性不妊症）を除外項 目 と した．また，検査後に子宮鏡 や腹腔

鏡検査を要した症例 も除外 した，それぞ れ33名，26名をエ ン トリーした．【成績】HSG 群 ，
レ ボ ビ ス ト群 め 妊娠率 は各 々 60．6

％ （20／33），69．2％ （18／20）と有意差はなかっ た．また妊娠症例の 年齢，不妊期間，既往妊娠に有意差は な か っ た が， 卵管疎

通性検査後 の 妊娠まで に 要した周期数 は と もに4．40 ± O．27周期， 2．50± O．42周期 とレ ボ ビ ス ト群 で 有意 に 短縮して い た （P ＝

0．OO1）．【結論】今 回の 検討か ら，レ ボ ビ ス トに よる卵管疎通性検査 は，従来の 油性 の ヨ
ード造影剤 に よ る疎通 性検査検査後と

同等の 妊娠 へ の 好影響を与えるこ とが示唆され た．HSG と比 較 し X 線被爆が な く， ア レル ギー 疼痛などの 副作用が少なく，
ヨード禁忌の 患者に も使用 で きる ，診 断能 に も差が な く，適応を選べ ば 卵管疎通性検査 の 第

一．・
選 択 と して 用 い るべ きで あ る と

考え る．

10−18　卵管性不妊症患者 に おける 子宮卵管造影検査 と腹腔鏡検査 の 有用 性 に 関す る 検討
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【目的】近年の ク ラ ミ ジ ア 感染 に代表 され る骨 盤 内感染症 の 増加 に 伴 い 卵管性不妊の 占め る 割合 は増加 の 傾向に あ る．した

が っ て ，卵管 異 常 に よ る不 妊の 評価 は，不妊の 診断
・治療 に お い て重要な意義をもつ ．今 回，不妊原 因 の 精査 を 目的に 腹腔鏡

検査 を行 っ た 症例 に お け る卵 管所見を，子宮卵管造影検査 （HSG ）所見と比較検討した．【方法】不妊 を主訴 に来院し， 問診，

内診，基礎体温表，超音波検査，ク ラ ミジ ア抗体検査，IISGな どの 外来検杏 で腹腔鏡検査の 適応 と考 え られ た138例 に対 して

腹腔鏡検査を行 っ た．平均年齢 ：30，4歳 （22〜39）
，

平 均 不 妊期間 （月） ：30．0月 （10〜120）で あ っ た．【成績】腹腔鏡検査 で の

荷らか の坤管異常所見の 有無 と HSG で の 卵管異常所見 の 有無 を 比 較検討す る と，感度 ：O．761，特異 度 ：O．967，偽陽性率 ：

O．033，偽陰性率 ：0239，陽性反応 適 中 度 ：0．921， 陰正反応適中度 ：e．917で あ っ た．さらに，卵管異常所見を岬管周囲癒着と卵

管閉塞 に 分類 して 検討した．腹腔鏡検査 で の 卵管周 囲癒着 の 有無 と HSG で め卵管周 囲 癒着所見の 有無を 比較 検 討す る と，感

度 ：0．733，特異度 ：O．972，偽 陽性率 ；O．028，偽陰性率 ：O．267，陽 性 反 応適中度 ：O．88，陰正 反 応適中 度 ：O．929で あ っ た．腹 腔鏡

検査 で の 卵管閉塞所見め有無 と HSG で の 卵管閉塞所見の 有無の 検討で は ， 感度 ：O．8，特異度 ：O．984， 偽陽 性率 ：αOl6，偽 陰性

率 ：02，陽 性 反 応適中度 ：0．8，陰正 反応 適 中度 ：O．984で あ っ た．【結論1腹 腔鏡検査と HSG に よ る卵管異 常の 診断にお い て 彡偽

陽性率は 3．3％ と良好 で あ っ た が，偽陰性率は23．9％ と高率で あ り，卵管周囲の 状 況 を完 全 に把握す る た め の 腹 腔 鏡検 杏 の 持つ

役割は 重要で あ る と考え られ た ．
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